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大学の多様な機能の強化に向けて

• 「ランキング」への注目と評価指標

– 安倍晋三総理大臣：平成25年5月17日
「今後10年で、世界大学ランキングトップ100に10校ラン
クインを目指します。」

– 下村博文文科大臣：中央公論平成26年2月号

「我が国の大学は国際面の比率と論文引用が低い。こ
れがランキングに入っていない主な要因なんです
ね。・・・ 評価基準にあわせた戦略が必要だということ
です。」

• 各大学の機能強化に向けた戦略のための多
元的指標が必要



「大学質保証フォーラム」の目的

• 「ランキング」の特徴や限界をよく理解するた
めに

– 各種の「ランキング」に翻弄されていないか？

– 基礎となる情報とランキングのための指標は？

• 大学関係者が主体的・自律的に大学情報を
使いこなすために

– 大学情報の収集・蓄積・公開

– 利用主体に応じた情報の分析手法の開発

– 機能強化の戦略のための多元的指標の開発

– 分析に基づく大学改革への取組みの促進



主体的・自律的な大学情報の活用に向けて
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